
国
労
米
子
地
区
本
部
結

成
大
会
は
、
事
前
に
解
散

と
な
っ
た
米
子
地
方
本
部

執
行
部
が
大
会
運
営
を
取

り
仕
切
る
こ
と
の
承
認
を

頂
い
た
後
、
議
長
に
島
根

県
分
会
の
大
下
代
議
員
を

選
出
し
議
事
を
進
め
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
倉
下
大
会

運
営
委
員
長
よ
り
「
効
率

化
に
の
む
職
場
で
は
、
不

平
・
不
満
が
蓄
積
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
受
け
皿
と
な

る
べ
く
私
た
ち
労
働
組
合

の
意
義
も
問
わ
れ
て
い
る
。

今
日
を
新
た
な
ス
タ
ー
ト

の
日
と
し
て
、
さ
ら
に
団

結
を
深
め
奮
闘
し
て
い
こ

う
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
続
い
て
、
吾
郷
事
務

長
よ
り
米
子
地
区
本
部
の

当
面
す
る
活
動
方
針
と
財

政
に
つ
い
て
の
提
案
が
あ

り
、
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
役
選
で
は
、

青
柳
執
行
委
員
長
を
は
じ

め
と
し
た
新
執
行
部
を
選

出
、
大
会
宣
伝
を
確
認
し

た
後
、
青
柳
執
行
委
員
長

の
「
団
結
頑
張
ろ
う
」
に

て
閉
会
し
て
き
ま
し
た
。

２０２６年 ４月１０日 国鉄労働組合米子地区本部機関紙 第１号

米子地区本部
第１号

つくろう職場に労働運動を！ ひろげよう闘いを 職場に、地域に、全国に！

国労米子地区本部

去
る
３
月
２
８
日
、
国
労
米
子
地
方
本
部
事
務
所
に

て
、
国
労
米
子
地
区
本
部
の
結
成
大
会
を
開
催
し
て
き

ま
し
た
。
結
成
大
会
の
前
段
で
開
催
さ
れ
た
「
米
子
地

方
本
部
の
解
散
大
会
」
に
よ
り
こ
れ
ま
で
の
米
子
地
方

本
部
の
運
動
方
針
・
財
産
な
ど
を
引
き
継
ぐ
形
で
活
動

し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
組
合
員
各
位
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
要
請
す
る
も
の
で
す
。

３月２８日、米子地方本部事務所
にて「国労米子地方本部解散大会」
及び「解散レセプション」を開催し
てきました。

今年は、国労結成から８０周年と
なります。これまで幾多の困難に直
面しながらも、団結の力で国労組織
を守り抜いてきました。

しかしながら、退職による組合員
数の減少と高年齢化に歯止めをかけ
ることが出来ず、支部・分会の再編・
統廃合を行って来ましたが、この度、
地方本部についても解散し、その運

動は新たに結成となる「中国地方本
部」と「米子地区本部」へと引き継
がれていくことになります。

解散レセプションでは、国労組合
員への不当な差別に対して闘った労
働委員会闘争について、担当頂い
「高橋弁護士」より、「国鉄闘争」
の意義や課題について講演頂き、歴
代委員長の小村さん・森口さんより、
熱い激励の挨拶も頂きました。国鉄
労働歌を全員で合唱、青柳新委員長
の音頭で「団結頑張ろう」を三唱、
一層の飛躍を誓いあってきました。

新たな一歩を！一層の飛躍を誓う！

地
方
本
部
解
散
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
で
は
、
歴
代
委
員

長
よ
り
「
労
働
委
員
会
闘

争
で
深
夜
の
１
時
～
２
時

ま
で
連
日
の
よ
う
に
資
料

作
り
に
追
わ
れ
い
た
」
等

の
報
告
が
あ
っ
た
。

不
当
配
属
・
不
当
差
別

へ
の
怒
り
が
そ
う
せ
て
い

た
の
だ
と
思
う
が
、
で
は
、

今
の
職
場
は
ど
う
か
？
安

心
し
て
働
け
る
職
場
か
？
！

仲
間
の
声
が
聞
こ
え
て

い
る
か
、
も
っ
と
怒
り
を
！

編

集

後

記

結成大会を開催

執行委員長 青柳 利寿
執行副委員 藤江 美男
書記長 吾郷 隆志
執行委員 中原 昭彦

村口 政生
特別執行委員 倉下 文明
会計監査 坂根 克司

吉田 浩吉

米子地区本部執行体制

全力で頑張ります！！


